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論文内容の要旨

本論文は，周期構造をもっ誘電体導波路中のミリ波の伝搬と放射に関する研究の成果をまとめたもの

で， 6 章から構成されている。

第 1 章 序論では， ミリ波応用の現状とミリ波集積回路における周期構造素子の役割等本研究の背景

について概説し，本研究の目的と意義を述べている。

第 2 章では，周期的にプラズマが誘起された半導体導波路におけるミリ波のブラックゃ反射現象につい

て論じている。即ち，導波路不連続部での散乱特性の解析に基づく回路論的手法を用いて，ブラッグ反

射特性の数値解析を行い，本導波路を低損失の分布プラッグ反射器として利用するために必要なプラズ

マ密度の大きさなどを明らかにしているo

第 3 章では，表面に周期的な凹凸が設けられた 2 本の誘電体平板を平行に並べた構造の導波系の放射

特性について論じているo モード結合理論に基づく近似手法を用いて理論解析を行うとともに， 50GHz

帯でテフロンスラブを用いた実験を行い，入射導波モードの位相を変えることによって放射ビームの

方向を 2 方向に切り換えることが可能であることを明らかにしている。

第 4 章では，厚みのある金属ストリップが周期的に装荷された誘電体導波路の放射特性について論じ

ている。格子層中の電磁界を境界積分方程式によって記述する解析手法を新しく提案し，この手法によ

り， TE. TM両偏波の漏れ波モードの放射特性を明らかにしている。

第 5 章では，可変周期の周期構造導波路の実現とそのミリ波ビーム走査アンテナへの応用を目的とし

て，光照射によって生成された電子正孔プラズマからなる格子層をもっ誘電体導波路の放射特性を解析

し，必要な光強度等について検討を加えているo



第 6 章は結論であり，本研究によって得られた成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文はミリ波集積回路を構成する上で基本的に重要な素子の一つである周期構造誘電体導波路の解

析手法と新しい機能をもっ周期構造素子の開発を目的として行われたもので，得られた主な成果を要約

すると次のとおりであるo

(1) 半導体スラブ導波路の表面に周期的に光を照射することによりプラズマを誘起させる構造の周期線

路について， ミリ波の伝搬特性を理論的に明らかにして， この線路が照射光により特性可変なフィル

タ等に応用できることを示している。

(2) コルゲーションを設けた 2 本の平行誘電体スラプ導波路からのミリ波の放射についてモード結合理

論を用いて解析し，入射モードの位相を制御することにより，放射方向を切り換えることができるこ

とを明らかにするとともに，実験により動作を確認している。

(3) 光照射によって形成された格子層をもっ誘電体導波路の放射特'性を積分方程式に基づ、く手法を用い

て明らかにし，この導波路をビーム走査アンテナとして用いるために必要な光強度の見積りを行うと

ともに，電気的に照射パターンを変える手法を提案している。

以上のように，本論文は周期構造をもっ誘電体導波路中のミリ波の伝搬と放射に関して新しい知見を

与え， ミリ波可変フィルタ・アンテナ等の新素子の提案とその基本的特性を明らかにしているもので通

信工学， ミリ波工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるもの

と認めるO
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